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HRP および フ ェ リチ ン 投与後の ラ ッ ト リ ン

パ 節 細網細胞の 酸牲 フ ォ ス フ ァ タ ーゼ活性

　　宮田堅司．高屋憲一
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食細 胞 の形質膜 に 作用 し ， 細胞の 超竣 薫

産生能を 促進する物質の 中か ら phorbor
m アriSt 亀te　aCetate 　（PMA ），

fOr皿yl一阻 e −

thienyl− 1eu．cyl −−ph．enyle ， lanine （FM1正「）
およ び C、

2鵡 。 n ，ph。，e 餾 187）につ

い て 腹腔内お よ び肺胞 マ ク ロ フ ァ
ージ

  夏と 蜘 に対 す る超駿 繋 産生促進作用

を 検討し た
。 方法 は cerium 塩 法を用 い ，

超酸素か ら生 ず る H202 を証明す る こ と

で 行な っ た
。 モ ルモ ッ ト （Flar　｛i　1　ey ）か ら

鬻在 性 の Pig お：よ び 酬 を採取 し ， 夫々

P臨气　（25ng ／
〆皿 D 、

Fレ缶P （1 μ躙），
A23187

（IG 尹g／召血1）　て3蠍 ，　ceriur ［｝　反万己鞭

（1 ・MCeCI3
・
1° ・M　N ・N

亀
， 5 ％ 蔗糯

0−1　Mt．　ris −−rrtaleate 纈 疲， PH　7．5）（，C

15 分 聞 （37
° C）浸漬し ， 圏定を行な っ た

後に電 顕観 禦 し fc，，
P網 で は F泌 、P と PMA で 強 い細胞凝集が

起 こ り ・ 細 監澗 攤 虫面に ％02 産生を示

す cerjum 　perhy
’drox2de の渙殿 力墸忍め

られ た 。
A23187 で は凝 篥は弱 く ， 自由表

面 に沈殿 を生ずる PM が散 見された 。　AIM

轟飃騾雛 轄鬻難藷纛轟
不明瞭 で あ っ た 。

ラ ッ トの リ ン パ 節 リ ン パ 洞の 細網細胞は，マ

ク ロ フ ァ
ージ と共に 種々 の 物質を取 り込むの

で ，こ の 細胞 の 異物処理能力を検討す る た め

に ．足蹠に種 々 の 物質を投 与 しy 所属 リ ン パ

節 で あ る膝窩 リ ン パ 節で 酸性 フ ォ ス フ ァ タ
ー

ゼ （ACPase ） の 検出を行 っ た 。 多量 の

HRP を投与す ると，マ ク ロ フ ァ
ージお よ び

細網細胞 に取 り込 まれ た部位 に ACPase

が 検出された 。 また ，多量 の HRP 投 与 に よ

り， リ ン パ 節中の 肥満細胞が脱顆粒を起 こ し，

放出され た頌粒は細網細胞 および マ ク ロ フ ァ

ージ に取 り込 まれ ， 取 り込まれた部位で ，マ

ク ロ フ ァ
ーtジで は ACPase が 検出 され た

が ，細網細胞で は検 出され なか っ た。 フ ェ リ

チ ン を投与 す ると， 細網細胞 および マ ク ロ フ

ァ
ージ に 取 り込 まれ た 部位 に ACPase が

検 出され た 。 HRP や フ ェ 丿チ ン は CQat

ed 　 vesicle や transfer

tubu ！e を通 して，すなわ ち． Plno

cytosis に よ っ て細網 細胞に取 り込れ

集 塊 をな し，そ の 部位 に ACPase が 検出

され． こ の 細胞が lysosOme で こ れ ら

の 物質 の 処理 を行 う こ とが 示唆 され た。肥 満

細胞顆粒の 取 り 込 み部位で 検出され な い こ と

はさ らに検討 中で あ る 。
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